




 昭和 51 年度の研究計画は、前年度の成果に基いて、つぎの 5項目に大別して

実施された。

1）染色体分析による応用研究

2）筋の発生分化過程に対応した筋.神経細胞の形態と機能の変化についての対

比研究

3）筋の発生分化過程に対応した筋組織の酵素異常の解明

4）本症におけるホルモン分泌動態の究明

5）筋の膜成分の質的変化の生化学的究明(構造蛋白を含む)


